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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・ステーションキーについて…12/1～各病棟鍵交換工事に入ります。東病棟から工事が開始となり、終了し次第、南病棟の工事となります。

南病棟のみで開く鍵となりますので、他病棟で使用しても開きません。

工事完了したら、鍵は個人持ちとなります。一人鍵をなくしてしまったら、全部の鍵を変えなければいけません。もし、患者様が見つけて持っていれば、離院・スタッフオフィス内侵入も可能となります。鍵はどれほど大事であるか振り返りをし、管理徹底していきましょう。管理方法については後日、庶務スタッフより伝達があります。

　       


・病棟の物品管理の不十分さが目立ちます。各自、使用した物は必ず所定の場所へ片付けるよう、徹底して下さい。
・ジェネリック医薬品へ移行に伴い、当院で取り扱っている薬剤の名前も新しくなってきています。薬の名前・薬効を覚えていきましょう。
＜患者様連絡事項＞
・荒屋敷　チエ様～昨日、術後の経過を見るため、八戸赤十字病院眼科受診されています。
　　　　　　　　　経過は順調で、次回は12/9（火）再受診となります。引き続き、
　　　　　　　　　眼の充血・見え方・歩行状態・日常生活への支障の有無を観察して


　　　　　　　　　いきましょう。


・山内　公博様～皮膚掻痒感で、夜間中途覚醒してしまうとのことで、軟膏を20時に
　　　　　　　　塗布しています。今後、19時過ぎよりAユニット留守番をする遅番C
　　　　　　　　スタッフが塗布して下さい。


＜田名部Drケースカンファ＞
・山下　ヨシ様～独語活発さ持続していることから、精神神経用剤増薬します。

引き続き、訴えの内容や行動等の精神状態の観察を行い、他患者様とのトラブルにならない様、介入していきましょう。

・向山　忠義様～貧血（Hb　5g/dl台）であり、輸血が必要となってきている状態です。


メイバランス1.5→2.0へ変更していきます。

　　　　　　　（メイバランス2.0の在庫が無い為、29日（土）昼からの変更となります）


また、下痢をしているので、シンラック液　毎夕後の投与は止めとし、

適宜、投与していく事とします。引き続き、貧血症状・歩行状態の

観察、排尿・排便状態観察していきましょう。
＜生活機能回復訓練報告・検討＞

・七戸　キミ様～11/20Ｂユニットに転入しています。プログラムの声掛けで参加し、ぼんやり静かに過ごしている様子です。レクリエーションに促し活動しています。表情の変化乏しく、反応の乏しさみられます。精神状態の観察をしていき現実的な関わりをしていきます。

・若松　高　様～表情穏やかにプログラム参加できています。トラブルのあった山下様もホールに来ていますが、特に変わりなくレクリエーションなど参加しています。引き続き観察しトラブル等注意していきます。

・山下　ヨシ様～プログラム参加しており、レクリエーションなど表情良く参加しています。やや他者に話し掛けの多さ見られますが、過度となることない様子です。トラブルはありません。引き続き状態の観察を続け、他者とのトラブルに注意していきます。

・上田　正男様～特にイライラした行動なくプログラム参加しています。山下様に対して行動化することなく経過しています。トラブルに注意して観察していきます。

・晴山　長司様～音楽について話し掛け行っています。清川Nrs.が先日かけた音楽は「聴いていないな」と話し、忘れているようでしたが、音楽を聴くことに抵抗なく昔好きだった音楽を鑑賞しています。スタッフからの質問に、その歌や聴いていた当時の話し（バンド活動）を和やかに話しています。音楽の話題には抵抗なく穏やかに会話や鑑賞できる様子ですので、話し掛け音楽を流してみて下さい。

・木村　敏　様～プログラムには積極的に参加していますが、参加前や終了後に帰宅願望強くなる様子です。同じことを何度も話しており、不穏で経過すること多いです。時間が経つと穏やかになる様子ですので、訴えは傾聴して状態の安定を図っていきましょう。

・生活機能回復訓練の記録ですが、今後変更していく予定です。目的として

①患者様の参加状況等継続した経過が見られない

②カルテに挟み、記録を残していきたい

記録ですが、患者様個人のフォルダで管理していきたいと思いますので、よろしくお願いします。詳しく決定後、再度説明していきます。

＜主治医（千葉良Dr.）から＞

· 高森清八様に関して、まだ歯磨きをスタッフ側が行っていることがあり、対応が統一されていないとのことです。歯磨きの行動はまだ記憶として神経がつながっていると思いますので、残存させる、または強化できるように介入して下さい。







